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１．主な代替燃料（⾮化⽯燃料）の種類

分類 種類 プロセス等 主な⽤途 主な原料 代替する化⽯燃料

液体
燃料

バイオ燃料

バイオエタノール

第１世代
（糖化、発酵） ガソリン乗⽤⾞（ETBE→直

接混合）、航空機（SAF 
by ATJ）

トウモロコシ、サトウキビ、てん菜、⼩⻨、
キャッサバ 

ガソリン、ジェット燃料油
第２世代

（次世代）
セルロース︓古紙パルプ、⽊質バイオマス・

植物残渣、可燃ごみ、古着、排ガス（製鉄
所・製油所等）

バイオディーゼル

FAME
（脂肪酸メチルエステル） 建設機械、トラック、バス、

ディーゼル乗⽤⾞、船舶、航
空機（SAF by HVO）

廃⾷⽤油、植物油、動物油脂、微細藻類
軽油

HVO
（⽔素化分解油︓RD等） 軽油、ジェット燃料油

SAF ASTM D D7566に記載の
7つのプロセス 航空機 有機物全般、動・植物油脂、糖、アルコー

ル、合成ガス（CO+H2）、微細藻類 ジェット燃料油

合成燃料 e-fuel等 FT合成、メタノール合成 乗⽤⾞、貨物⾞、航空機、
船舶

CO2、⽔素（e-fuelの場合、再⽣可能エ
ネルギー由来）

ガソリン、軽油、ジェット燃
料油、A重油・C重油

アンモニア － － 発電、船舶 ⽔素、窒素（空気中） ⽯炭、C重油・原油、LNG、
A重油

気体
燃料

e-メタン －
触媒反応（サバティエ反応
等）、バイオメタネーション、

SOECメタネーション
都市ガス、船舶

CO2（DAC、⾼炉ガス、清掃⼯場排ガス、
バイオガス等）、⽔素（再⽣可能エネル

ギー由来）⼜は⽔（SOECメタネーション）
都市ガス（メタン等）、A

重油・C重油・軽油

⽔素 － ⽔電解 等
乗⽤⾞・貨物⾞（FCV、⽔
素エンジン）、発電、航空機、
船舶、建設機械（FCV、⽔

素エンジン）
再⽣可能電⼒、⽔

ガソリン、軽油、⽯炭、C重
油・原油、LNG、、ジェット

燃料油、A重油

固体
燃料

⽊質バイオ
マス

⽊質チップ、⽊質ペ
レット等

破砕、ペレット製造、トレファク
ション、熱分解ガス化等

発電、熱利⽤（ボイラ、ス
トーブ）

針葉樹、広葉樹、草本（ソルガム、ネピアグ
ラス等）、バイオマス系廃棄物

⽯炭、C重油・原油、LNG、
A重油・B重油、灯油

電気 再⽣可能エ
ネルギー等

太陽光、⾵⼒、⽔
⼒、地熱、バイオマ

ス、原⼦⼒
発電

乗⽤⾞・貨物⾞（BEV）、
建設機械（電動）、⼩型

航空機、船舶
太陽光、⾵⼒、⽔⼒、地熱、バイオマス、原

⼦⼒
ガソリン、軽油、ジェット燃

料油、A重油・C重油

出所）各種資料を基にNEED作成。 注）建設機械向けの軽油代替燃料としてこのほかGTLがあるが、GTLは化⽯燃料（原料︓天然ガス）であるため、本表では省略した。
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２．政策動向
2.1 合成燃料官⺠協議会 中間とりまとめ案（5/16）

出所）合成燃料（e-fuel）の導⼊促進に向けた官⺠協議会、中間とりまとめ（案）（2023.5.16）

n e-fuelの商⽤化⽬標が2040年までから2034年までに前倒しされたが、2034年頃の導⼊量はガソリン消費量の1〜3％程度。
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２．政策動向
2.1 合成燃料官⺠協議会 中間とりまとめ案（5/16）

3

以下の② に 「バイオ燃料の拡⼤」について明記された。

出所）合成燃料（e-fuel）の導⼊促進に向けた官⺠協議会、中間とりまとめ（案）（2023.5.16）
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２．政策動向
2.2 SAF官⺠協議会 中間とりまとめ案（5/26）

出所）第３回持続可能な航空燃料（SAF）の導⼊促進に向けた官⺠協議会、中間とりまとめ案（2023.5.26）
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２．政策動向
2.2 SAF官⺠協議会 中間とりまとめ案（5/26）

出所）第３回持続可能な航空燃料（SAF）の導⼊促進に向けた官⺠協議会、中間とりまとめ案（2023.5.26）
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２．政策動向
2.2 SAF官⺠協議会 中間とりまとめ案（5/26）

出所）第３回持続可能な航空燃料（SAF）の導⼊促進に向けた官⺠協議会、中間とりまとめ案（2023.5.26）
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２．政策動向
2.2 SAF官⺠協議会 中間とりまとめ案（5/26）

出所）第３回持続可能な航空燃料（SAF）の導⼊促進に向けた官⺠協議会、中間とりまとめ案（2023.5.26）
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２．政策動向
2.3 「バイオ燃料・合成燃料議連」 提⾔書案（6/1）

カーボンニュートラルのための国産バイオ燃料・合成燃料を推進する議員連盟 提⾔書案（抜粋）
【 政府への７つの提⾔ 】

① GI 基⾦事業を通じてFT合成の⽬標収率8割を達成 し、e-fuelの商⽤化を確実にするとともに、同事業の拡充・加速化に必要な
予算の確保などのあらゆる⼿段を講じることで、現⾏の「2040年まで」としている⽬標を⼤幅に（少なくとも5年〜10 年程度）前
倒しするとともに、さらなる加速化に向け不断の努⼒をすること。

② e-fuelの早期の社会実装に向けて、供給量拡⼤、コスト低減、事業ノウハウの獲得を促すよう、⽯油業界のみならず、 商社やス
タートアップ等の多様な担い⼿による国産プロ ジェクトや海外プロジェクトへの参画等を強⼒に⽀援していくこと。

③ e-fuelの国際的な認知向上・市場拡⼤に向けて、⽶国・ ドイツ等の国々や、再⽣可能エネルギー・⽔素ポテンシャル のある国々
とアライアンスを組むとともに、e-fuelの利⽤が⽇本の排出削減に貢献するものとして国際的に取り扱われるよう、これらの国々と連
携し、e-fuelのCO2アカウントルール整備を含む国際的な連携や発信を強化する こと。 

④ e-methaneについても、e-fuelと同様に、C02アカウントルールの整備を含む国際的なルール形成を主導するとともに、商⽤化に向
けた⽀援制度等を構築すること。

⑤ 先⾏している航空機分野について、バイオ燃料活⽤から e-fuel実装までを⾒越して、製造⽀援、価格転嫁とカー ボンクレジット
のインセンティブの構築、海外との連携や権益の確保など、全体的な政策パッケージを早急に提⽰し企業活動を活性化させること。 

⑥ 最も重要な⾃動⾞分野の保有⾞両全体の脱炭素化を進めるという観点において、 バイオ燃料の導⼊⽐率の引き上げや e-
fuelを社会実装するための製造、流通、価格転嫁とインセンティブといった⼀連の政策パッケージを早急に提⽰することを通じて、
ニーズや地域特性に合わせてEVやe-fuel・バイオ燃料を利⽤する内燃機関を選択できる可能性を⽰すこと。

⑦ SAFを含むバイオ燃料の原料について、国内調達あるいは海外における権益の確保を進めるとともに、供給サイドと需要サイドの
連携による安定的なサプライチェーンを構築するため、バイオマス資源の国産・準国産モデルの構築に向けた技術開発や実証・実
装に取り組むこと。
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２．政策動向
2.4 バイオ燃料に関する法規制の動向
（１）⽯油元売会社に対するバイオエタノールの導⼊義務︓

⾼度化法告⽰の改正（2023.4.1〜施⾏）

利⽤⽬標量 各年度における利⽤⽬標量は、原油換算で50万kLとする。

対象期間 •2023〜2027年度の5年間とする。
•ただし、バイオ燃料を取り巻く変化等を踏まえ、必要に応じて改正を⾏う。

GHG排出量の
既定値

•アメリカ産トウモロコシ由来のエタノール及びブラジル産サトウキビ由来のエタノールにおける
LCGHG排出量は、最新のデータ等に基づき評価した値に⾒直す。
•揮発油のLCGHG排出量は、2023年度中に詳細な調査を⾏い、その後、適切な時期に検
討会を開催の上、告⽰に反映する。

GHG排出量削減
基準

•揮発油⽐で55%から60%に引き上げる。
•ただし、当⾯は55%を維持。告⽰への反映時期は、揮発油のLCGHG排出量の⾒直しにあ
わせる。

SAF（持続可能
な航空燃料）

•当⾯、現⾏規定を維持（バイオエタノールの利⽤⽬標の内数カウントが可能）。
•ただし、バイオエタノールの利⽤⽬標の内数にカウントすることについての適切性等について、企業
による原料確保や技術開発の動向を踏まえ、今後扱いを検討。
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２．政策動向
2.4 バイオ燃料に関する法規制の動向
（２）軽油代替燃料（バイオディーゼル等）に関する国・業界の規制・ガイドライン

軽油代替燃料の概要

出所）⽇本建設業連合会 環境委員会 温暖化対策部会、建設作業所における軽油代替燃料の使⽤事例集（2022.5）

l 建設業界で軽油代替燃料（B5軽油、GTL、B100）を使⽤する場合の法
令・規格、運⽤・メンテナンス上の指針・留意点が、⽇本建設業連合会の
「建設業における軽油代替燃料利⽤ガイドラン」（2022.6.15、Rev. 4.0）に
おいて細かく規定されている。
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（２）軽油代替燃料（バイオディーゼル等）に関する国・業界の規制・ガイドライン

出所）国⼟交通省、第１回合成燃料（e-fuel）の導⼊促進に向けた官⺠協議会︓国⼟交通省説明資料（2022.9）

２．政策動向
2.4 バイオ燃料に関する法規制の動向



12

（２）軽油代替燃料（バイオディーゼル等）に関する国・業界の規制・ガイドライン

出所）国⼟交通省、第１回合成燃料（e-fuel）の導⼊促進に向けた官⺠協議会︓国⼟交通省説明資料（2022.9）

l 全国バイオディーゼル燃料利⽤推
進協議会が、「バイオディーゼル燃
料の製造・利⽤に係るガイドライ
ン」（2020.5制定、2023.3最新
改正）を定めている。

２．政策動向
2.4 バイオ燃料に関する法規制の動向
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３．バイオディーゼルの需給・コスト動向
3.1 バイオディーゼルの需給動向

n ⽇本のバイオディーゼルの需給動向を下図に⽰す（上︓供給量、下︓需要量）。 廃⾷油を利⽤したバイオディーゼルの⽣産・
利⽤が、ごみ収集⾞や市営バス等の公⽤⾞を中⼼に⼩規模かつ地産地消的に⾏われている。国内消費の1.5万kLのうち⾃動⾞
⽤は1.2万kLと推計され、これは道路輸送⽤ディーゼル消費量の0.04％に相当する。

n 2017年以降の輸出先は殆どスイスであり、2020年は0.9万kL（シェア100％）が輸出された。わずかながら輸⼊もあり（ほとんどが
マレーシアからのパーム油）、道路輸送以外の⽤途に使⽤されている。

出所）⽇本⾃動⾞研究所、環境省委託︓令和３年度次世代燃料における基礎的調査業務 報告書（2022.3）

l 総合エネルギー統計によれば、2021年
度の⽇本のバイオディーゼル供給量は
①国内供給9.653千kL、②輸⼊
0.528千kL、総供給量 10.181千kLで
あり、 これらの数量は上記の数量とオー
ダーとしては近い値となっている。

l （参考）エネル
ギー消費統計調
査及び総合エネ
ルギー統計によれ
ば、2021年度の
建設業（以下3
業種）の軽油消
費量は1,676千
kL。

l （内訳）総合⼯
事業︓1,190千
kL、職別⼯事
業︓338千kL、
設備⼯事業︓
148千kL
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３．バイオディーゼルの需給・コスト動向
3.2 バイオディーゼルの需要動向

出所）全国バイオディーゼル燃料利⽤推進協議会、バイオディーゼル燃料取組実態等調査結果（2021年度実績）（2023.3）
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３．バイオディーゼルの需給・コスト動向
3.2 バイオディーゼルの需要動向

注）  CAGR︓年平均成⻑率、EJ︓10の18乗ジュール（J）、ケイン︓サトウキビやトウなどの硬い茎の部分
原典）International Energy Agency 『Global biofuel production in 2019 and forecast to 2025』、同『Aviation fuel consumption in 

the Sustainable Development Scenario, 2025-2040』、ICAO 『Stocktaking results』を基にADL作成
出所）⽇経XTECH、第2〜3世代に期待のバイオ燃料（2022.9.21）、https://xtech.nikkei.com/atcl/nxt/column/18/02148/00004/

n 世界のバイオ燃料（従来型バイオディーゼル、先進型バイオディーゼル（HVO）等）の市場規模予測を下図に⽰す 。
n 2050年に向けて、特に先進型バイオディーゼル（HVO）の世界市場が拡⼤すると⾒込まれる。
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３．バイオディーゼルの需給・コスト動向
3.3 バイオディーゼルのコスト動向

n ⽇本のバイオディーゼルの製造コストの動向を下図に⽰す 。バイオディーゼルの製造コストは近年上昇傾向にある。

注）    事業者（年度により20〜60社程度）が回答したコストの平均値（突出した値は除去）
原典）全国バイオディーゼル燃料利⽤推進協議会「BDF実態調査」の各年度版より作成
出所）⽇本⾃動⾞研究所、環境省委託︓令和３年度次世代燃料における基礎的調査業務 報告書（2022.3）
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３．バイオディーゼルの需給・コスト動向
3.3 バイオディーゼルのコスト動向

n 世界的なHVO（及びSAF）の製造コストの予測を下図に⽰す 。HVO（及びSAF）の製造コストは2030年、2040年にかけて
相当上昇すると⾒込まれる。

注）プラッツ︓エネルギー調査会社の⽶S＆P Global Platts（S＆Pグローバル・プラッツ） 、アーガス︓調査会社の英Argus Media（アーガス・メディア） 
原典）ユーグレナとワールド・エナジーのエキスパートインタビュー（2021年10⽉）、及びアーガス・メディアのホームページを基にADL作成
出所）⽇経XTECH、第2〜3世代に期待のバイオ燃料（2022.9.21）、https://xtech.nikkei.com/atcl/nxt/column/18/02148/00004/
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３．バイオディーゼルの需給・コスト動向
3.3 バイオディーゼルのコスト動向

n 建設機械に適⽤可能な各種燃料の2022年時点での価格（⽇本）を下図に⽰す 。

出所）コマツ、Outline of Komatsu for Sustainable future（2023.6）



19

４．軽油代替燃料等の複数の選択肢の検討
軽油代替燃料等の複数の選択肢と特徴⽐較（〜2050年）
n 建設現場で軽油の代替として使⽤するエネルギー源・燃料の選択肢は以下がある。

n 液体燃料（ディーゼルエンジン）
lFAME

l⾼純度FAME（ReESEL 等）
l従来型FAME

lHVO
lRD（SAFの副産物）︓RD100、RD30
lユーグレナ製サステオ（20%混合だが、100%も可能）
lFAME由来HVO（FAMEに⽔添・異性化・蒸留）

lGTL
l合成燃料（e-fuel）

n 電⼒（電動化︓モーター）
n ⽔素（燃料電池・モーター）

n 次ページ以降（P20~22)に、これら選択肢の⽐較表を⽰す。
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軽油代替燃料等の複数の選択肢の特徴⽐較（１）

軽油代替燃料等 燃料販売価格 建機初期
コスト 供給量 原料 製造プロセス ⻑所 短所

液体燃料
（ディーゼ
ルエンジ

ン）

FAME

⾼純度
FAME

（ReESE）
300-400円/L
（2023年） 同等

国内BDF供給量︓国内供
給0.97万kL、輸⼊0.05
万kL、総供給1.02万kL
（2021年度）

廃⾷⽤油（菜
種・⼤⾖・とうも
ろこし・胡⿇・ひ
まわり・紅花・オ
リーブ）

原料タンク→反応槽（エ
ステル化、グリセリン除
去）→静置タンク→減
圧蒸留→製品タンク・給
油（静電気燃料クリー
ナ）

従来型FAMEに⽐べ⾼純
度（FAME99.8％）か
つ⾼品質（JIS-K2390 
26項⽬を全てクリア）。
コストパフォーマンスが良い。

建機メーカの保証が不
⼗分（CATはB20はガ
イドライン上ではOKだが
国内ではあまり推奨して
いない）

従来型
FAME

146.7円/L
（2021年年
度）

同等 植物油
廃⾷⽤油

原料タンク→反応槽（エ
ステル化、グリセリン除
去）→静置タンク→給
油

燃料価格がBDFの中で
最も割安

HVOに⽐べ品質（酸
化安定性、流動点、発
熱量等）がやや劣る。
建機メーカの保証が不
⼗分。

HVO

RD
（RD100、
RD30）

500円/L
（RD100） 同等 現時点では輸⼊に頼らざる

を得ない。
動植物油及び
廃⾷⽤油

動植物油→⽔素添加→
⾼温⾼圧下で⽔素化触
媒を使って⽔素化分解
→プロパン分離（→異
性化反応）（推定）

FAMEに⽐べ品質（酸化
安定性、流動点、発熱
量等）に優れる。
CATはRD100を保証。
軽油に⽐べLCA-CO2排
出量90％削減。

価格が⾼い。
現時点では輸⼊に頼ら
ざるを得ない。

サステオ
（20％）

300円/L
(サステオ100︓

500円/L）
同等

現在︓鶴⾒︓約100（〜
125）kl/年。中国からの輸
⼊が主。
マレーシアの⼤規模製造プラ
ント（25万kL/年）を
2025年に完成させる計画。
2023年内に投資を最終決
定。建設資⾦を調達中。

産業廃棄油
（廃⾷⽤油）、
微細藻類油脂

原料混合→反応装置
棟︓BICプロセス（前処
理→⽔熱処理→⽔素化
処理→蒸留）→軽油
80%と混合

同 上
サステオ20は
BDF20％のためCO2
削減効果に限界があり、
価格が割⾼。

FAME由来
HVO n.a. 同等 n.a.

従来型
FAME FAME→⽔添・異性化

→蒸留 同 上 現時点で商業⽣産され
ていない。

４．軽油代替燃料等の複数の選択肢の検討
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軽油代替燃料等の複数の選択肢の特徴⽐較（２）

軽油代替燃料等 燃料販売価
格

建機初期
コスト 供給量 原料 製造プロセス ⻑所 短所

液体燃料
（ディーゼル
エンジン）

HVO
（RD)

SAF副産物
（前⾴の
RDと本質
的に同等）

500円/L 同等

コスモ⽯油・三井物産︓バ
イオエタノールを原料に
2027年度までに22万
kL/年の国産SAFを製造。
副産物としてRDを2万kL/
年⽣成。
ENEOS︓2026年〜1号
プラントSAF40万kL/年、
2030年〜︓2・3号プラン
トSAF50〜70万kL/年、
副産物としてRDも製造。

バイオエタノール、
廃⾷⽤油、微
細藻類

SAF製造プロセス
（HEFA、ATJ）の副産

物として⽣成

SAFの製造は喫緊の課
題で官⺠ともに⼒を⼊れ
ているため、その副産物と
してのHVO活⽤は確実で
有望。

SAFの副産物である
HVOの価格は不透明
（副産物であること及
び量産効果により⽐較
的安価に製造できる可
能性あり）

GTL － 165円/L
（2022年） 同等 － 天然ガス

JAPAN-GTLプロセス
（天然ガス→合成ガス
→FT合成→アップグレー

ティング）

技術的に確⽴されており、
実⽤化済み

CO2削減効果
（8.5%）が限定的

合成燃
料 e-fuel 1,100円/L

（2022年） 同等

2034年からガソリンの1〜
3％ ⽣産開始⽬標︖
ENEOS︓2040年に1万
B.D.(58.4万KL/年)の
⽣産⽬標

CO2、グリーン
⽔素 FT合成、メタノール合成 カーボンニュートラル、既存

の内燃機関の活⽤

価格が⾼く、実⽤化ま
でに時間がかかる。
グリーン⽔素の安価な
調達が必要

電⼒
（電動化） バッテリ/有線、モータ

24.79円
/kWh・⾼圧
（2023年）

⾼価

油圧ショベ
ルの2~3倍

建設機械⽤としては電⼒
の供給制約は少ない。

⽯炭、⽯油、
LNG、原⼦⼒、
再⽣可能エネ
ルギー

発電
低速時の⼤トルク、ランニ
ングコスト低減、静粛性、
現場の排ガス削減

建設機械の初期コスト
が⾼い。
低炭素化のためには再
⽣可能エネルギーか原
⼦⼒が必要。
⾼速充電器等のインフ
ラが必要。普及までに
時間がかかる。

４．軽油代替燃料等の複数の選択肢の検討
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軽油代替燃料等の複数の選択肢の特徴⽐較（３）

軽油代替燃料等 燃料販売
価格

建機初期
コスト 供給量 原料 製造プロセス ⻑所 短所

⽔素 燃料電池、モータ
100円/N
㎥

（2023
年）

⾼価（具体
的な価格は不
明）

原料（⽔）の量的な供
給制約は少ない。
安価な再⽣可能エネル
ギーが必要

⽔ ⽔→電気分解 CO2削減効果

⽔素供給インフラ（ス
テーション等）が必要。
建機初期コストが⾼い。
グリーン⽔素の価格低
減⾒通しが不透明。

軽油（⽐較対象）
152円/L
（2023年

2⽉）
従来と同等

建設業（3業種）の軽油
消費量︓167.6万kL
（2021年度）。

原油 既存の原油精製プロセス ⽣産・流通体制が既に
整っている。 CO2排出量が⼤きい。

４．軽油代替燃料等の複数の選択肢の検討
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5．業界動向
5.1 コマツのカーボンニュートラル戦略

n コマツのカーボンニュートラル実現のロードマップを下図に⽰す 。2050年にかけて燃料電池と電動化も進むが、2040年頃までは
ディーゼル内燃機関が依然として⽐較的⼤きな割合を占めることとなる。

出所）コマツ、建設機械事業︓電動化への対応（2021）
https://www.komatsu.jp/ja/-/media/home/ir/library/results/2021/irday2021-electrificationjscript.pdf?rev=66ca79c4039c496c93f162f841af300b&hash=0A43D8534BF4A1F52DE62B3CC2365D4B
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5．業界動向
5.1 コマツのカーボンニュートラル戦略

n コマツの建設機械の開発の⽅向性を下図に⽰す。
n バッテリ⾞、燃料電池（FC）⾞、⽔素（混焼、専焼）エンジン⾞の開発が進むが、2030年前にディーゼルエンジン⾞へのバイオ
燃料の活⽤が⾒込まれている。ディーゼルエンジン⾞への合成燃料の活⽤は2030年代前半に⾒込まれている。

出所）コマツ、建設機械事業︓電動化への対応（2021）
https://www.komatsu.jp/ja/-/media/home/ir/library/results/2021/irday2021-electrificationjscript.pdf?rev=66ca79c4039c496c93f162f841af300b&hash=0A43D8534BF4A1F52DE62B3CC2365D4B
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5．業界動向
5.1 コマツのカーボンニュートラル戦略

n コマツの建設機械におけるカーボンニュートラルに向けた内燃機関の活⽤戦略を下図に⽰す。
n 各新燃料価格の予測（地域別の違い）、インフラ整備時期等を考えながら対応を進めることとしている。

出所）コマツ、建設機械事業︓電動化への対応（2021）
https://www.komatsu.jp/ja/-/media/home/ir/library/results/2021/irday2021-electrificationjscript.pdf?rev=66ca79c4039c496c93f162f841af300b&hash=0A43D8534BF4A1F52DE62B3CC2365D4B
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5.2 ENEOSの中期経営計画とカーボンニュートラル計画
（１）第3次中期経営計画（5/11）(1)
バイオ燃料と合成燃料の位置付け （1）

出所）ENEOS、第3次中期経営計画（2023.5.11）
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バイオ燃料と合成燃料の位置付け （2）

出所）ENEOS、第3次中期経営計画（2023.5.11）

5.2 ENEOSの中期経営計画とカーボンニュートラル計画
（１）第3次中期経営計画（5/11）(2)
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バイオ燃料と合成燃料の位置付け （1）

出所）ENEOS、カーボンニュートラル基本計画（2023.5.11）

5.2 ENEOSの中期経営計画とカーボンニュートラル計画
（２）カーボンニュートラル計画（5/11）(1)
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バイオ燃料と合成燃料の位置付け（2）

出所）ENEOS、カーボンニュートラル基本計画（2023.5.11）

5.2 ENEOSの中期経営計画とカーボンニュートラル計画
（２）カーボンニュートラル計画（5/11）(2)
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出所）⽇本建設業連合会 環境委員会 温暖化対策部会、建設作業所における軽油代替燃料の使⽤事例集

5.3 B100及びGTLの使⽤事例
（１）B100の使⽤事例
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出所）⽇本建設業連合会 環境委員会 温暖化対策部会、建設作業所における軽油代替燃料の使⽤事例集

5.3 B100及びGTLの使⽤事例
（１）B100の使⽤事例
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出所）⽇本建設業連合会 環境委員会 温暖化対策部会、建設作業所における軽油代替燃料の使⽤事例集

5.3 B100及びGTLの使⽤事例
（２）GTLの使⽤事例
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出所）⽇本建設業連合会 環境委員会 温暖化対策部会、建設作業所における軽油代替燃料の使⽤事例集

5.3 B100及びGTLの使⽤事例
（２）GTLの使⽤事例
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6．今後の展開
6.1 現時点の軽油代替燃料の選択肢
n 現時点の建機⽤の軽油代替バイオ燃料（BDF）の選択肢としては以下の３つが考えられる。
① RD（HVO）︓500〜550円/L（輸送費込み）と割⾼。B100にメーカー保証がつきやすい（但しメーカにより異なる）。SAFの
製造プロジェクトが多数計画されており、その原料として廃⾷油のほか海外から輸⼊するバイオエタノールも活⽤可能であるため、
SAFの副産物としてのRDを量的に確保出来る可能性はあるものと考えられる。

② ⾼純度FAME︓200〜250円/L程度（輸送費除く）と割安。現状においてB100ではメーカー保証がつきにくいが、実証試験の
結果次第ではニッケン等レンタル会社が保証する可能性がある。原料として国内で発⽣する廃⾷油だけ使⽤するのでは供給量
に限界ががあるので、海外からの原料調達や海外で⽣産する可能性を検討する必要がある。

③ サステオ（HVO）︓500円/L程度（輸送費除く）と割⾼。B100の建機向け保証は今後の課題。廃⾷油・BDFの供給ポテン
シャルが⽇本の10倍以上ある中国から輸⼊しており、量的に確保出来る可能性はあるものと考えられる。

n 燃料コストに占める輸送費の割合が⼤きいため、エリア別に最適な燃料選択を検討する必要がある。

6.2 ⾃前でのBDF(HVO⼜は⾼純度FAME)製造プロジェクトの検討
n 将来的に、国内またはアジア（フィリピン、タイ等）において、⾃前でBDF (HVO⼜は⾼純度FAME)を製造するプロジェクトを検討
するべきと考える。建設業界において同様なニーズを持った会社やこの分野に精通した商社等と共同で、製造事業を⾏なうという
選択肢を検討するべきである。

6.3 軽油代替燃料の普及促進を⽬的とした協会の設⽴
n 建設業界が中⼼となって軽油代替燃料を普及させることを⽬的とした「普及協会」の設⽴を検討することも⼀案である。
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7．参考資料
7.1 エネルギー密度の⽐較

出所）資源エネルギー庁、エンジン⾞でも脱炭素︖グリーンな液体燃料「合成燃料」とは（2021.7）
https://www.enecho.meti.go.jp/about/special/johoteikyo/gosei_nenryo.html
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7．参考資料
7.2 バイオ燃料の種類

注） UCO︓Used Cooking Oil（廃棄油）、FAME︓Fatty Acid Methyl Esters（脂肪酸メチルエステル）、HVO︓Hydrotreated Vegetable 
Oil（⽔素化植物油）、SAF︓Sustainable Aviation Fuel（持続可能な航空燃料）

出所）⽇経XTECH、第2〜3世代に期待のバイオ燃料（2022.9.21）、https://xtech.nikkei.com/atcl/nxt/column/18/02148/00004/
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7．参考資料
7.3 各種バイオ燃料の⽐較

出所）⽇経XTECH、第2〜3世代に期待のバイオ燃料（2022.9.21）
https://xtech.nikkei.com/atcl/nxt/column/18/02148/00004/
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7．参考資料
7.4 ⼀般軽油、FAME、HVOの品質⽐較

出所）財部明郎（世界は化学であふれている）、⻄部バスが再⽣可能ディーゼル燃料を導⼊ EVとは違うもうひとつの道（2022.7.16）
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7．参考資料
7.5 合成燃料の概要

出所）資源エネルギー庁、エンジン⾞でも脱炭素︖グリーンな液体燃料「合成燃料」とは（2021.7）
https://www.enecho.meti.go.jp/about/special/johoteikyo/gosei_nenryo.html
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7．参考資料
7.6 合成燃料のコスト試算例

出所）資源エネルギー庁、エンジン⾞でも脱炭素︖グリーンな液体燃料「合成燃料」とは（2021.7）
https://www.enecho.meti.go.jp/about/special/johoteikyo/gosei_nenryo.html

合成燃料の課題は製造技術とコスト
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7．参考資料
7.7 世界の電動⾞とエンジン搭載⾞の⾒通し

出所）資源エネルギー庁、エンジン⾞でも脱炭素︖グリーンな液体燃料「合成燃料」とは（2021.7）
https://www.enecho.meti.go.jp/about/special/johoteikyo/gosei_nenryo.html

2040年時点でも84％残るエンジン搭載⾞（IEA⾒通し） 


